
 

 

 

 

 

＊国府津地区統一スローガン 「子どもは宝  守ろう育てよう  こうづっ子！」 

＊学校教育目標 「○こ 向上心を持ち ○う 美しい心で ○づ 強い心と体の子 の育成」 

  

令和 8 年度がスタートし、1 か月半が過ぎようとしています。子どもたちは新しい学年

や学級など、学校生活にも少しずつ慣れてきた頃かと思います。6 年生は修学旅行が無事

終了し、5 年生は宿泊学習が計画されています。1 年生から 4 年生も町探検や校外学習、

体力テストなど、保護者や地域の皆様の力をお借りしながら教育活動を進めることができ

ています。ありがとうございます。  

 

 

 

 5 月１５・１６日に 6 年生が日光修学旅行に行っ

てきました。お天気に恵まれ、充実した 2 日間を過ご

すことができました。1 日目は華厳の滝や中禅寺湖の

遊覧船、湯滝など、2 日目は東照宮や大猷院などを見

学しました。日光の雄大な自然や世界遺産の美しさに

触れるとともに、何といっても仲間と一緒に過ごした

旅館の夜や電車が楽しかったようです。この 2 日間

で学んだことを、これからの学校生活に活かしながら

卒業まで歩みを進めてほしいと思っています。  

 

 

 
国府津小学校は「神奈川県小学校教科担任制推進協力校」として小学校における教科担

任制の推進に努め 5 年目に入りました。専科教員による指導の活用・学級担任間の授業交

換により専門性の高い教科指導による教育の質の向上に努めています。学級の児童だけで

なく、学年全体で児童理解・児童指導ができるというよさもあり、中学校の体制とのギャ

ップ（いわゆる「中１ギャップ」）解消にもつながります。  

 

 ５年  ６年  

専科教員による授業  理科   音楽   外国語  

１組担任による授業  体育  書写  社会  

２組担任による授業  図工  家庭  体育  書写  

３組担任による授業  社会  図工  家庭  

各担任による授業  国語  算数  道徳  総合  学活  国語  算数  道徳  総合  学活  
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学 校 だ よ り 



 

 

 

 小田原市では、支援教育の理念（障がいの有無にかかわらず、様々な課題を抱えた子ど

もたち一人ひとりのニーズに、適切に対応していくことを「学校教育」の根幹に据えた教

育のこと）のもと、共生社会の実現に向け、できるだけ多様な子どもが同じ場で学び合い、

ともに育つことを基本的な考え方としてインクルーシブ教育を推進しています。  

 

本校もその実現に向けて、子どもたちが相互に理解し合いながら社会性を養うことがで

き、また子どもたちの「人格と個性を尊重し支え合う力」や「互いの良さや多様性を認め、

協働する力」を育むことにつなげようと様々な取り組みを工夫し、実践に努めています。 

 5 月１２日（月曜日）パワーポイントを活用したインクルーシブ朝会を実施しました。 

誰にでも得意なことと苦手なことがあります。ほんの少しの優しさや工夫があればみんな

で一緒に楽しく学校生活を送ることができることを全校で確認することができました。  

①授業内容がわかるか

②学習活動に参加している

充実感・達成感をもてるか

③充実した時間を過ごせるか

④生きる力を身につけていけるか

※これらの視点から、その学び

の場での目的をもちます

※授業以外でも、様々な場面で

共に学ぶことができます

本質的
な視点

★１学校体制づくり
→全教職員で、継続的に取り組むための仕組みをつくる

★２ 発想の転換
→学びの機会を平等にし、すべての子どもが参加する
ための合理的配慮を検討する

★３ 交流及び共同学習の推進
→意義や目的の明確化や共有化を図り、全ての教師が
主体的に関わる

★４ 関係機関等との連携と信頼関係の構築
→効果的な引継と情報共有で子どもの安心につなげる

みんなで学ぶ

少人数で学ぶ

障がいのある子どもが、
共に学ぶための必要要件
合理的配慮…３観点11項目
基礎的環境整備… ８項目

★１ 基礎的環境整備

→支援員 看護師の配置や支援チーム(PT OT ST等)派遣

市内小中学校の支援事例収集と共有・学校訪問と研修

★２おだわら子ども若者教育支援センター はーもにぃ の整備

による機能強化

→心理士 相談員などのチームによる相談強化

相談と学びの場の近接による円滑な支援体制の構築

★３ 医療・福祉等との連携体制の充実

→就学先決定等に早期情報提供や切れ目のない相談 支援

教育委員会では

神奈川県が目指すこと
支援教育の理念のもと、

共生社会の実現に向け、すべ
ての子どもが、同じ場で共に
学び共に育つこと

学校では

その時点での教育的ニーズに
最も的確に応える 学びの場

特別支援学校 特別支援学級 通常の学級 通級指導教室 教育相談指導学級 校内支援室

個別で学ぶ

支援教育の理念
多様な子どもたち一人

ひとりの教育的ニーズに、
適切に対応すること

共生社会を
創る力を
育む

多様な子どもたちが
同じ場で学び合う学校

Ａ Ｓｃｈｏｏｌ ｆｏｒ Ａｌｌ！

…………………………………………………………………………………………………… 

 
 こうづっ子たちは、地域や保護者の方々のご協力により、登下校の見守りをし

ていただいています。今年度も引き続き、高田にある第一三共さんも、通勤時間

等に「ながら見守り」をしてくださいます。（写真のようなストラップをつけて

活動されています。） 

皆様のあたたかいお力に感謝いたします。 

                   

 ……………………………………………………  

 

1日(月)  プール開き（予定）              

２日(火)  朝会 

３日(水)  歯科検診（２・４・５年） 

      縦割り班顔合わせ 

４日(木)  みかんの花さく丘ミニコンサート  

９日(火)  小中合同引き取り訓練 

６月の主な行事予定 

10日(水)  クラブ活動 

13日(土)  休日学習参観・親子清掃              

15日(月)  振替休業日 

16日(火)  朝委員会・読み聞かせ 

17日(水)  クラブ活動 

22日(月)  代表委員会 

24日(水)  縦割り班遊び 

26日(金)   前期教材費引落し予定日 

30日(火)  保健集会 

インクルーシブちょうかい

〜ちがっていてもいっしょに〜

２０２６．５．１２
ＬＲ２Ｂ すずき せんせい


